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流 山 市 生 成 A I 利 用 ガ イ ド ラ イ ン 概 要  

 

 

１  本 ガ イ ド ラ イ ン の 目 的  

  本 ガ イ ド ラ イ ン は 、職 員 等 が 業 務 で 生 成 A I（ 注 １ ）を 利 用 す

る 際 に 注 意 す べ き 事 項 を 定 め る も の で あ る 。  

生 成 A I は 、業 務 効 率 の 改 善 や 新 し い ア イ デ ア 創 出 等 に 有 効 と

な る 反 面 、 入 力 す る デ ー タ の 内 容 や 生 成 物 の 利 用 方 法 に よ っ て

は 、 情 報 が 他 者 に 漏 洩 し 拡 散 さ れ る 、 法 令 に 違 反 す る 、 他 者 の

権 利 を 侵 害 す る 可 能 性 が あ る 。  

そ こ で 、本 ガ イ ド ラ イ ン を 確 認 の う え 、生 成 A I を 利 用 す る こ

と す る 。  

 

２  本 ガ イ ド ラ イ ン の 対 象  

  本 ガ イ ド ラ イ ン は 、 C h a t G P T（ 注 ２ ） を 対 象 と す る 。  

 

３  本 ガ イ ド ラ イ ン の 適 用 範 囲  

  本 ガ イ ド ラ イ ン は 、職 員 が 業 務 に お い て 生 成 A I を 利 用 す る 場

合 に 適 用 さ れ る 。  

 

４  生 成 A I の 用 途  

  本 市 で は 、 生 成 A I の 用 途 を 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

（ １ ） 文 章 の 要 約 、 翻 訳 ま た は 平 易 に 書 き 改 め る も の  

（ ２ ） あ い さ つ 文 、 メ ー ル ま た は ホ ー ム ペ ー ジ 等 の 文 面 を 作 成 す

る も の  

（ ３ ） 文 章 を 校 正 、 改 善 す る も の  

（ ４ ） 公 開 さ れ て い る 情 報 や 文 章 を 表 等 に 整 理 す る も の  

（ ５ ） 着 想 を 得 る ま た は ア イ デ ア を 発 展 さ せ る も の  

（ ６ ） エ ク セ ル の 関 数 等 を 作 成 ま た は 修 正 す る も の  

（ ７ ） そ の 他 、 業 務 の 効 率 化 や 行 政 サ ー ビ ス の 向 上 に 資 す る も の  

 

５  生 成 A I の 利 用 が 禁 止 さ れ る 用 途  

本 市 で は 、 以 下 の 用 途 ・ 業 務 で の 生 成 A I の 利 用 を 禁 止 す る 。 
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（ １ ）個 人 情 報 、特 定 個 人 情 報（ 個 人 番 号 を 含 む 個 人 情 報 ）、そ の

他 個 人 を 特 定 で き る 情 報 を 取 り 扱 う 業 務  

（ ２ ） 機 密 情 報 を 取 り 扱 う 業 務  

（ ３ ） 未 決 定 事 項 や 公 表 す べ き で な い 内 容  

（ ４ ） 市 内 部 で の 情 報 共 有 に 留 め る 内 容  

（ ５ ） 意 図 的 な 悪 用 や 攻 撃 行 為 、 迷 惑 行 為 を 助 長 す る 内 容  

（ ６ ） 著 作 権 に 関 す る 内 容  

 

６  生 成 A I を 利 用 ・ 構 築 す る 場 合 の 手 続 き  

（ １ ） 生 成 A I を 利 用 す る 場 合  

職 員 は 利 用 す る 生 成 A I が 受 け て い る 許 可 対 象 と な っ て い る

シ ス テ ム 及 び 入 力 可 能 な 情 報 を 確 認 し た う え で 適 切 に 使 用 す る

こ と 。  

利 用 に あ た り 、 本 ガ イ ド ラ イ ン を 確 認 し 、 内 容 を よ く 理 解 の

う え 適 切 に 使 用 す る こ と 。  

（ ２ ） 生 成 A I を 構 築 （ 外 部 サ ー ビ ス の 利 用 を 含 む ） す る 場 合  

生 成 A I を 含 む シ ス テ ム を 構 築 す る 場 合 は 、入 力 情 報 が 許 可 な

く モ デ ル の 学 習 に 利 用 さ れ な い こ と や シ ス テ ム を 提 供 す る 事 業

者 に よ る 監 査 等 に 用 い ら れ な い こ と 等 に つ い て 、 情 報 セ キ ュ リ

テ ィ 管 理 者 で あ る 各 課 室 等 の 所 属 長 の 審 査・許 可 を 受 け る こ と 。 

 

７  デ ー タ 入 力 に 際 し て 注 意 す べ き 事 項  

 

７ ． １  個 人 情 報  

C h a t G P T に お い て は 入 力 し た デ ー タ が O p e n A I 社 の モ デ ル の 学

習 に 利 用 さ れ る こ と に な っ て い る た め 、C h a t G P T に 個 人 情 報（ 顧

客 氏 名 ・ 住 所 等 ） を 入 力 す る 場 合 、 当 該 個 人 情 報 に よ り 特 定 さ

れ る 本 人 の 同 意 を 取 得 す る 必 要 が あ る 。  

そ の よ う な 同 意 取 得 は 現 実 的 で は な い た め 、 個 人 情 報 の 入 力

は 禁 止 す る 。  

 

７ ． ２  他 機 関 か ら 秘 密 保 持 義 務 を 課 さ れ て 開 示 さ れ た 秘 密 情 報  

外 部 事 業 者 が 提 供 す る 生 成 A I に 、 他 機 関 と の 間 で 秘 密 保 持
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契 約 （ N D A : N o n - D i s c l o s u r e  A g r e e m e n t）（ 注 ３ ） 等 を 締 結 し て 取

得 し た 秘 密 情 報 を 入 力 す る 行 為 は 、 生 成 A I 提 供 者 と い う「 第 三

者 」 に 秘 密 情 報 を 「 開 示 」 す る こ と に な る た め 、 N D A に 反 す る

可 能 性 が あ る 。  

そ の た め 、 そ の よ う な 秘 密 情 報 の 入 力 は 禁 止 す る 。  

 

７ ． ３  自 組 織 の 機 密 情 報  

流 山 市 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ポ リ シ ー で 規 定 し て い る「 機 密 性 ２ 」

（ 行 政 事 務 で 取 り 扱 う 情 報 資 産 の う ち 、 秘 密 文 書 に 相 当 す る 機

密 性 を 要 し な い が 、 直 ち に 一 般 公 表 す る こ と を 前 提 と し て い な

い 情 報 資 産 ） 以 上 の 情 報 の 入 力 を 禁 止 す る 。  

ま た 、 自 組 織 内 の 機 密 情 報 （ ノ ウ ハ ウ 等 ） に つ い て は 、 生 成

A I の 処 理 内 容 や 規 約 の 内 容 に よ っ て は 当 該 機 密 情 報 が 法 律 上

保 護 さ れ な く な る 、 特 許 出 願 が で き な く な る リ ス ク が あ る た め 、

入 力 を 禁 止 す る 。  

 

８  生 成 物 を 利 用 す る に 際 し て 注 意 す べ き 事 項  

 

８ ． １  判 断 の 責 任 は 人 間 で あ る 職 員 自 身 に あ る  

業 務 に お け る 検 討 ・ 判 断 の 責 任 は 人 間 で あ る 各 職 員 に あ り 、

生 成 A I は 業 務 執 行 に あ た っ て の 単 な る 補 助 的 な ツ ー ル に 過 ぎ

な い 。  

各 職 員 が 適 切 に 生 成 A I の 活 用 範 囲 を 判 断 し 、 自 ら の 責 任 の

下 に 利 用 す る こ と 。  

生 成 A I は 本 市 の 状 況 、 各 地 域 の 状 況 の 詳 細 を 把 握 し て い る

も の で は な い 。  

ま た 、 生 成 A I の 出 力 に は 、 虚 偽 や 偏 り の あ る 意 見 等 を 含 む

可 能 性 が あ る 。  

そ の こ と を 十 分 に 認 識 し 、 業 務 遂 行 （ 政 策 決 定 や 市 民 か ら の

相 談 に 対 す る 回 答 等 ） に 当 該 出 力 を そ の ま ま 用 い る こ と は し な

い こ と 。  

生 成 A I は 、 追 悼 文 等 受 け 取 る 方 の 感 情 に 寄 り 添 う 必 要 が あ

る 文 章 に そ の ま ま 用 い る こ と は し な い こ と 。  
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８ ． ２  生 成 物 の 内 容 に 虚 偽 が 含 ま れ て い る 可 能 性 が あ る  

大 規 模 言 語 モ デ ル （ L L M : L a r g e  L a n g u a g e  M o d e l）（ 注 ４ ） の 原

理 は 、 「 あ る 単 語 の 次 に 用 い ら れ る 可 能 性 が 確 率 的 に 最 も 高 い

単 語 」 を 出 力 す る こ と で 、 も っ と も ら し い 文 章 を 作 成 し て い く

も の で あ る 。  

書 か れ て い る 内 容 に は 虚 偽 が 含 ま れ て い る 可 能 性 が あ る 。  

生 成 A I の こ の よ う な 限 界 を 知 り 、 そ の 生 成 物 の 内 容 を 盲 信

せ ず 、 必 ず 根 拠 、 裏 付 け や 事 実 を 自 ら 確 認 す る こ と 。  

 

８ ． ３  生 成 物 を 利 用 す る 行 為 が 誰 か の 既 存 の 権 利 を 侵 害 す る 可

能 性 が あ る  

（ １ ） 著 作 権 侵 害  

生 成 A I か ら の 生 成 物 が 、 既 存 の 著 作 物 と 同 一 ・ 類 似 し て い

る 場 合 は 、 当 該 生 成 物 を 利 用 （ 複 製 や 配 信 等 ） す る 行 為 が 著 作

権 侵 害 に 該 当 す る 可 能 性 が あ る 。  

そ の た め 、 以 下 の 留 意 事 項 を 遵 守 す る 。  

・ 特 定 の 作 者 や 作 家 の 作 品 の み を 学 習 さ せ た こ と が 判 明 し た

場 合 は 利 用 し な い 。  

・ プ ロ ン プ ト （ 注 ５ ） に 既 存 著 作 物 、 作 家 名 、 作 品 の 名 称 を

入 力 し な い 。  

・ 特 に 生 成 物 を「 利 用 」（ 配 信 ・ 公 開 等 ）す る 場 合 に は 、 生 成

物 が 既 存 著 作 物 に 類 似 し な い か の 調 査 を 行 う 。  

（ ２ ） 商 標 権 ・ 意 匠 権 侵 害  

生 成 A I を 利 用 し て 生 成 し た キ ャ ッ チ コ ピ ー 等 を 広 告 宣 伝 等

に 使 う 行 為 は 、 他 者 が 権 利 を 持 っ て い る 登 録 商 標 権 や 登 録 意 匠

権 を 侵 害 す る 可 能 性 が あ る た め 、 生 成 物 が 既 存 著 作 物 に 類 似 し

な い か の 調 査 に 加 え て 、 登 録 商 標 ・ 登 録 意 匠 の 調 査 を 行 う 。  

（ ３ ） 虚 偽 の 個 人 情 報 ・ 名 誉 毀 損 等  

C h a t G P T は 、 個 人 に 関 す る 虚 偽 の 情 報 を 生 成 す る 可 能 性 が あ

る こ と が 知 ら れ て い る 。  

虚 偽 の 個 人 情 報 を 生 成 し て 利 用 ・ 提 供 す る 行 為 は 、 個 人 情 報

の 保 護 に 関 す る 法 律 違 反（ 第 1 9 条 、 第 2 0 条 違 反 ）や 名 誉 毀 損 ・
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信 用 毀 損 に 該 当 す る 可 能 性 が あ る た め 、 そ の よ う な 行 為 は 行 わ

な い 。  

 

８ ． ４  生 成 A I の ポ リ シ ー 上 の 制 限 に 注 意 す る  

生 成 A I に お い て は 、 上 記 で 説 明 し て き た リ ス ク（ 主 と し て 法

令 上 の 制 限 ） 以 外 に も 、 サ ー ビ ス の ポ リ シ ー 上 独 自 の 制 限 を 設

け て い る た め 、 注 意 す る 。  

ま た 、 関 連 ポ リ シ ー 上 は 、 C h a t G P T 等 、 O p e n A I 社 の サ ー ビ ス

を 利 用 し て 生 成 さ れ た コ ン テ ン ツ を 公 開 す る 際 に は 、 A I を 利

用 し た 生 成 物 で あ る こ と を 明 示 す る こ と 等 が 定 め ら れ て い る た

め 、 生 成 物 を 加 工 せ ず に そ の ま ま 利 用 す る 場 合 や 一 部 に 引 用 し

た 場 合 は 、｢【 生 成 A I 名 】に よ り 作 成 ｣と 資 料 中 に 明 記 し 、利 用

し た チ ャ ッ ト 内 容 を 記 録 し て お く 。  

 

９  生 成 A I の 利 用 に お け る 問 題 の 報 告 と 利 用 の 停 止  

生 成 A I の 利 用 で 問 題 が 発 生 し た 場 合 は 、直 ち に 情 報 セ キ ュ リ

テ ィ 管 理 者 で あ る 各 課 室 等 の 所 属 長 及 び 情 報 政 策 部 門 に 報 告 し 、

必 要 な 措 置 を 実 施 す る も の と す る 。  

ま た 、生 成 A I の 利 用 規 約 の 変 更 、新 た な リ ス ク の 発 生 等 が 認

め ら れ た 場 合 、情 報 政 策 部 門 は 、一 時 的 な 利 用 の 停 止 を 決 定 し 、

そ の 旨 を 職 員 に 通 知 す る も の と す る 。  

 

1 0  用 語 解 説  

（ 注 １ ） 生 成 A I  

あ ら か じ め 学 習 し た デ ー タ を も と に 、 画 像 ・ 文 章 ・ 音 楽 ・ デ

ザ イ ン 等 を 新 た に 作 成 す る 人 工 知 能 （ A I） の 総 称  

（ 注 ２ ） C h a t G P T  

O p e n A I 社 に よ っ て 開 発 さ れ た 、自 然 言 語 処 理 技 術 を 活 用 し 人

工 知 能 が 自 然 な 会 話 を 行 う こ と が で き る シ ス テ ム  

（ 注 ３ ） 秘 密 保 持 契 約 （ N D A : N o n - D i s c l o s u r e  A g r e e m e n t）  

商 談 や 取 引 等 を 通 じ て 開 示 さ れ る 秘 密 情 報 に つ い て 、 本 来 の

目 的 外 で の 使 用 や 第 三 者 へ の 開 示 ・ 漏 え い を 防 止 す る た め に 締

結 す る も の  
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（ 注 ４ ） 大 規 模 言 語 モ デ ル （ L L M : L a r g e  L a n g u a g e  M o d e l）  

大 量 の テ キ ス ト デ ー タ を 使 用 し て 学 習 し た 自 然 言 語 処 理 の モ

デ ル  

（ 注 ５ ） プ ロ ン プ ト  

記 号 を 用 い て 画 面 上 に コ マ ン ド 入 力 位 置 を 表 示 す る も の  

 


